
  

  

研研究究内内容容：：  燃燃料料電電池池ををははじじめめととすするるエエネネルルギギーー関関連連デデババイイススへへのの応応用用をを見見据据ええたたセセララミミククスス材材料料研研究究  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 化学・生物コース 
 

研研究究タタイイトトルル：：  機能性セラミックスの特性を活かした 
     次世代エネルギーデバイス材料研究 

 
氏氏名名：：      伊藤 滋啓 ／ ITO Shigeharu  EE--mmaaiill：：  s-ito@tsuruoka-nct.ac.jp  

職職名名：：  准教授  学学位位：：  博士（工学）  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本セラミックス協会、MRS-J、日本化学会  

キキーーワワーードド：：  電極用材料、欠陥構造、燃料電池、結晶構造、SOFC、PEFC、リチウムイオン電池  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・セラミックスの合成、各種特性評価方法の技術（合成・ｷｬﾗｸﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝ） 

・結晶化学的観点からの伝導体材料における評価（計算ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ） 

・新規セラミックス材料の発展と応用のための知識 

・燃料電池等の次世代ｴﾈﾙｷﾞｰデバイスに関する特性評価（応用）  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ボールミル粉末粉砕混合器 電気化学測定装置 

SOFC 評価セル ガルバノスタッド 

固体試料電気伝導度測定器 ポテンションスタッド 

電極塗布用スクリーンプリント 高温電気炉（1500℃まで） 

回転電極装置 その他多数完備、問い合わせください。  

  

  

研究目的：機能性助触媒添加によるIT-SOFCの高性能化と安定性両立の実現
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固体酸化物形燃料電池(SOFC)
⇒高効率な燃料電池
多孔体ｻｰﾒｯﾄｱﾉｰﾄﾞ(Ni-8YSZ) 長期安定性

高性能と長期安定性を両立のために…

発電試験をベースとした研究

本研究室が有する
SOFC発電装置

得られる
I-Vカーブ

自研究室でSOFC単セルの作成

計算シミュレーションとキャラクタリゼーションも実施

電極反応活性に起因する
界面のモデリング

アノード層内の
SEMによる構造観察

TEM観察

UQ Knibbe博士
独自のTEMホルダー

鶴岡高専
高性能アノード材料

研究協力体制

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究内内容容：：    

環境中の微生物のほとんどは分離培養されておらず、まだ役割が未知のものばかりです。 

海洋、水田や河川、湖沼など、身近な環境中の微生物について研究を行っています。 
 
 分子生物学的手法（クローニング解析、CARD-FISH 法など）を用いた 

環境中の特定の微生物の検出、同定、定量 

 微生物による物質循環の仕組みの解明 

 新規微生物の探索・培養 

 未培養微生物の可視化と分布様式の解明 
 
最最近近のの研研究究テテーーママ  

河口・沿岸堆積物中における嫌気的炭化水素分解微生物の検出と培養 

生分解性プラスチックを産生・分解する微生物の分離培養 

海洋環境中に生息する光合成細菌の可視化と定量、分離培養 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 化学・生物コース 

研研究究タタイイトトルル：：多様な微生物の環境中における分布と 
物質循環における役割の解明  

 

氏氏名名：：      久保 響子 ／ KUBO Kyoko  EE--mmaaiill：：  kkubo@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  准教授 学学位位：：  Dr. rer. nat. 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本微生物生態学会 

キキーーワワーードド：：  微生物、環境、物質循環、硫黄、メタン、バイオものづくり 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・分子生物学的手法を用いた微生物の検出、同定、定量 

・微生物の分離・培養に関する技術 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

サーマルサイクラー（Eppendorf） ハイブリダイゼーションオーブン (TAITEC) 

冷却遠心分離機（日立） 卓上型振とう恒温槽 (TAITEC) 

紫外可視分光光度計（島津） 落射蛍光顕微鏡 (Nikon) 

超純水製造装置（メルク）   
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